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学校改善に生かす効果的な学校評価の進め方
－内部評価と外部評価が融合する学校評価システムの再構築に着目して－

新町立新町第二小学校 小島 明

Ⅰ はじめに

今日、学校の自主・自律性を確立し、経営責任を明確化することは重要課題である。つ

、 、 、 、 、まり 学校は 教育の質を保障し 信頼される存在になるために 自ら点検・評価を行い

結果を公表し、不断に学校改善に努めていく責務があると言える。

しかし、いわゆる学校評価は、従来も年度末を中心に展開されてきたが、概して学校改

善に十分に生かされていないという経緯がある。教員にとって学校評価は切実感に欠けて

いたり、評価の結果から具体的なものが得にくいといった問題を抱えていたことが背景に

あると思われる。本校でも、年に２回の外部評価を取り入れた学校評価を行っているが、

内部評価と外部評価との関連性や位置付けが不明確であり、評価の結果を改善に生かしき

れているとは言えない。

そこで、教育目標を具体化した中から生成された内部評価を軸とし、外部評価とのずれ

や共通点を見取り、組織的な検討から明確な課題や改善策を導く。それらを家庭や地域と

共有していけるような内部評価と外部評価が融合した学校評価システムを再構築すること

で、学校評価のより効果的な推進が図られ、学校改善に生かすことができると考える。

Ⅱ 研究のねらい

内部評価と外部評価が融合する学校評価システムを下記のように再構築することによ

り、効果的な学校評価の進め方を提言する。

○ 学校評価システムが機能するような実施計画を作成し、教育目標の具体化と関連した

羅針盤を作成するとともに、内部評価と外部評価の位置づけを明確にする。

○ 内部評価を軸にして外部評価を機能させる「学校評価一覧表」を作成するとともに、

結果の集計や分析・検討の手順や方法を示し、その一部（第１回点検・評価）を実践す

ることで、課題や改善策が明確になり、改善に生かすことができることを検証する。

Ⅲ 研究の内容

１ 研究の基本的な考え方

( ) 学校改善に生かす学校評価とは1
学校評価は学校改善に資することが大事であり、学校評価を行うことで、教育活動が改

善され、教育の質が向上していく必要がある。本研究では、学校改善に生かす学校評価を

次のようにとらえる。

○評価の結果が教育目標との関連で経営の重点や方針と結び付いている。

○評価の結果から成果と問題点が整理でき、成果はさらに充実・発展させ、問題点は改善

していくという視点から、課題や改善策が明確になっている。

○課題や改善策は保護者や地域と共有し、共に具体的な方策の実践へと向かうとともに、

次年度に反映され、教育目標や計画が見直されていく。

○外部評価を位置づけることで、一人一人の教職員の自己診断能力が高まるとともに、学
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校評価への参画意識が高まり、学校としての自己評価能力が向上していく。

( ) 「内部評価と外部評価が融合する」とは2
内部評価は学校の職員で行う自己点検・自己評価のことであり、外部評価は保護者や児

童、地域（学校評議員等）が行うアンケート調査等による評価や、評価結果や改善点を公

表した後の意見聴取などととらえる。学校評価はあくまでも自己点検・自己評価である内

部評価を中核とし、外部評価は内部評価を補完する意味で行う 「内部評価と外部評価が。

融合する」とは、両者に共通する視点や項目を取り入れ、両者の意識のずれを見取り分析

して、その方向性や互いの果たすべき役割を明確にすることであり、単なる評価者ではな

く、支援者として機能することであると考える。

( ) 「学校評価システムの再構築」とは3
学校評価システムとは、校内が組織をあげて評価活動に参画できるようにするための体

制であり、家庭・地域に評価結果を公表し、その結果を教育活動にフィードバックしてい

くことを念頭においた組織的・継続的な評価活動のこと考える。本研究では、本校の今ま

での学校評価の成果や課題を踏まえ、群馬県の学校評価改善委員会（以下「県 ）が示す」

群馬県の「学校評価システム」の方向性や特色を生かし、学校改善に活かせるような機能

。 、「 」 、的な仕組みを整える 学校の評価は Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ のマネジメントの流れで進むが

Ｄ（実施）の過程には、２つの点検・評価を位置付ける。第１回の点検・評価（Ｃ１）は

年度当初に保護者や地域住民に情報発信しておいた７つの評価対象について７月に実施す

る。その評価結果から具体化された課題や改善策を基に実践を行う（Ａ１ 。第２回目の）

点検・評価（Ｃ２）は 月に実施する。第１回と同様に７つの評価対象について行い、12
課題が解決できたかをよく吟味し、年度末までの改善策を焦点化する。また、同時に領域

別の点検・評価も実施し、Ｃ（評価のまとめ）において、多面的な視点から考察できるよ

うにする。以上のように、学校評価システムを「Ｐ→Ｄ（Ｃ１→Ａ１→Ｃ２→Ａ２）→Ｃ

→Ａ」の流れ（以下「 学校評価システム ）として整理した。PDCACA 」

２ 学校評価の計画の立案

( ) 実施計画の作成と学校評価の組織的な体制づくり1

（ＰＬＡＮ：計画の立案） （ＤＯ：実践）Ｐ Ｄ
Ｃ１ Ａ１ Ｃ２ Ａ２＜学校経営計画＞

○経営理念 第１回点検・評価 （更新） 第２回点検・評価 （更新）
○学校教育目標 ＜内部評価Ａ＞ ＜内部評価Ｂ＞
○経営の方針・重点 ◇７つの評価対象 結果や ◇７つの評価対象 結果や
○具体的な方策・教育計 改善策 ◇領域別評価 改善策
○評価計画、羅針盤等を ↑ 公表↓ ↑意見 ↑ 公表↓ ↑意見
設定 ＜外部評価＞ 保護者 ＜外部評価＞ 保護者

保護者・児童・地域 地 域 保護者・児童・地域 地 域

（ＡＣＴＩＯＮ：次年度への反映） （ＣＨＥＣＫ：評価のまとめ）Ａ Ｃ
○評価結果を活用し、課題についての改 ○実践をもとに総括の評価、まとめ
善策を吟味・検討する。 ○１年間の活動状況の達成について確認
○次年度への方向性を明確にし、改善策 ○成果を確認するとともに、問題点を検討し課
を具体化する。 題を焦点化する。

公表↓ ↑意見 公表↓ ↑意見
保護者・地域 保護者・地域

図１ 「Ｐ→Ｄ（Ｃ１→ＡＩ→Ｃ２→Ａ２）→Ｃ→Ａ」の学校評価システムの概略
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学校評価の１年間を通しての流れを共通理解し 「 学校評価システム」を機能、 PDCACA
させるために、表１のような学校評価の実施計画を作成した。実施計画には、１年間の大

表１ 学校経営の実施計画
月 過 程 学 校 家 庭 ・ 地域等

( ) 学校評価委員会の機能 長期的スパンの評価 短期的スパンの評価PDCA
○入学式（自己評価）

○学年・学級・教科等 ○学年学級経営 ○情報提供＜ＰＬＡＮ＞（計画の立案）
４ Ｐ の目標や指導の重点、 ○学校教育目標 （児童の作文等） ・学校通信

方策等を検討 ○学校経営方針・重点 学年経営方針 ・ 全体委員会PTA
計画 ○年間評価計画の作成 ○教育計画等 学級経営方針 ・ 総会PTA

○評価項目等を検討 ○年間評価計画の作成 ・授業参観
○各学年や分掌等にお ○羅針盤（評価対象や評価項目 ・学級懇談会
ける自己評価項目、外 等）の策定 ○春の遠足 ・学年通信
部評価項目検討 ○方策の原案→検討 （作文等）

５
外部評価作成 意見聴取

○外部評価集計・分析 共通理解
改善策原案作成 学校評議員会

○自己評価作成・分析 ○家庭訪問＜ＤＯ＞ 実践（ ）
Ｄ （ブロック・学年） ○プール清掃 （意見や要望等）

○自己評価・集計 （感想等）
実践 ・学習状況 Ⅰ期の自己評価

・心の教育点検項目 共通理解 ○避難訓練
６ （なかまづくり）

○自己評価 安全部 ○学校保健委員会 ○ＰＴＡ学校保健委員会（ ）
○自己評価・外部評価 （自己評価） （外部評価）
作成（保健部） ○授業公開 ○参観者による外部評価

○神流川クリーン作戦 （意見や感想等）
７ Ｃ１ ○自己評価作成 （感想等） ○学校評議員【第１回点検・評価】

評価 （高学年ブロック） ○自己評価・外部評価 ○外部評価
○自己評価・外部評価 ・具体的数値項目、方策に応じ ・保護者・児童
作成 た点検・評価 ・学校評議員

８ Ａ１ （職員・児童・保護者 ・評価対象を中心に点検評価
更新 学校評議員） ・特に、きめ細かな指導の状況 ○公表

↓ を把握する。 保護者や評議員（結
集計・分析・考察 果と改善策）

９ ↓ 結果の共通理解・改善策の検討 （学校通信など）
改善策の原案作成

共通理解 意見聴取
○自己評価・外部評価 ○大運動会 自己評価 ＰＴＡ環境整備研修会10 （ ）
作成（体育部）
職員・児童・保護者 ○外部評価（保護者）（ ）
○自己評価作成 Ⅱ期の自己評価
・学習状況 共通理解
・心の教育点検項目
（出番づくり）

（ ）○自己評価（安全部） ○避難訓練 自己評価
（ ）○自己評価作成 ○陸上大会 自己評価

（体育部）職員・児童
（ ）○自己評価作成 ○修学旅行 自己評価

（学年）職員・児童
○自己・外部評価作成 ○授業公開・音楽発表11
（音楽部） 会 （自己評価） ○参観者による外部評価
○自己評価作成 ○ﾏﾗｿﾝ大会 自己評価 （意見や感想等）（ ）
（体育部）職員・児童 ○参観者からの感想等
○自己評価（安全部） ○避難訓練 自己評価 ○講師からの意見や感想（ ）

Ｃ２ ○外部評価12 【第２回点検・評価】
評価 ○自己評価・外部評価 ○自己評価・外部評価 ・保護者

作成 ・具体的数値項目、方策に応じ ・学校評議員
（職員・児童・保護者 た点検・評価

Ａ２ 学校評議員） ・評価対象を中心にしながら ○公表
更新 ↓ も、学校運営全般を点検評価 保護者や評議員（結

集計・分析・考察 果と改善策）
↓ 結果の共通理解・改善策の検討 （学校通信など）

１ 改善策の原案作成
共通理解 意見聴取

○自己・外部評価作成 ○授業公開・ふれあい ○参観者による外部評価
（総合的な学習部） フェスティバル （意見や感想等）

２ 職員・児童 （自己評価）

Ｃ ○学校評価の総括的な ○公表・説明＜ＣＨＥＣＫ＞
整理と分析 ・学校通信（学校評価のまとめ）

評価の ↓ ○１年間の活動状況の成果を確 ・ 全体委員PTA
まとめ 成果や問題点 認するとともに、問題点を検討 ・学校評議員

課題の焦点化 し、課題についての具体策を吟
味・検討する。 意見聴取

３ Ａ ○次年度の教育課程の ○公表・説明＜ＡＣＴＩＯＮ＞
編成、評価項目等の改 ・学校通信（次年度への反映）

次年度 善案の作成 ○次年度の課題解決のための具 ・ 全体委員PTA
への反 体的な方策の検討し、教育課程 ・学校評議員
映 に反映できるようにする。

○次年度の評価対象や評価項目 ○卒業式 意見聴取
等の検討 （自己評価）
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きな流れ「Ｐ→Ｄ（Ｃ１→ＡＩ→Ｃ２→Ａ２）→Ｃ→Ａ」に基づいた「長期的なスパンの

評価」と、行事等を節目として評価していく「短期的なスパンの評価」を位置付けた。さ

らに、その二つの評価が家庭や地域等の外部評価とどのように関連しているかが分かるよ

うにした。また、学校評価の具体的な推進は、計画・実施・結果の整理・分析・公表等の

他、それぞれの過程における連絡調整など、多岐にわたる仕事がある。これらの業務が組

織的に推進され、学校体制として機能的な学校評価システムを確立していく必要がある。

しかし、新たな組織を編成するのは負担感が高まると考え、既存の教育課程委員会に学校

評価委員会としての機能を担わせ、学校評価の中心的な業務を遂行できるようにし、既存

の運営組織が学校評価としての機能化できるようにする。このような体制を整えていくこ

とにより、学校運営組織の活性化につながり、学校評価システムの機能化の母体ができる

と考える。

( ) 学校教育目標と学校評価との関連と羅針盤の作成2
県は、評価対象、評価項目、具体的数値項目のつながりをもった羅針盤を作成するよう

図２ 教育目標と学校評価との関連図

＜評価項目＞

教育目標や学校経営の方針、学校経営の重点な ＜評価対象Ⅱ＞ ①学校は保護者への連絡をきめ細かく行＜評価対象Ⅰ＞

どは、適切に設定され、取り組まれていますか。 保護者と連携を っていますか

図りながら教育 ②学校は保護者が学校を理解したり、協

＜評価項目①＞ 学 校 教 育 目 標 を進めています 力しやすい環境をつくっていますか

、 、教育目標は適切 Ⅰ 基本目標 か ③学校は 地域住民が学校を理解したり

に設定されてい 豊かな心と確かな知恵を身に付け 協力しやすい環境をつくっていますか

ますか。 た、心身共にたくましい二小っ子を

＜評価項目②＞ 育てる

教育目標達成の Ⅱ 具体目標 ＜評価対象Ⅲ＞ ①学校の授業は、わかる授業となってい

ために、充実し あたたかく、かしこく、たくましく 児童に「確かな ますか

た教育を展開し 学力」を身に付 ②すすんで学習したり読書したりする習

てますか。 学 校 経 営 の 方 針 けていますか 慣が児童に身に付いていますか

( ) 全職員の参画による学校経営1
＜評価項目③＞ を推進する。 ③学校は、一人一人に応じたきめ細かな

、学校経営の方針 ( ) 学校や地域のよさを生かした 指導や学び合い高め合える指導を工夫し2
や重点は、教育 特色ある学校づくりを推進する。 学力が向上するように努めていますか

目標を達成する ( ) 確かな学力を身に付けさせ、 ＜評価対象Ⅳ＞3
上で適切な取り 知の総合化を図る。 児童に基本的な ①すすんであいさつをしたり、はっきり

組みになってい ( ) 人間尊重を基盤にした心の教 生活習慣を身に 受け答えしたりできる児童が育っていま4
ますか。 育を推進する。 付け 「豊かな すか、

( ) 教育課題の解決と教師の資質 心」をはぐくん ②自分のことが自分でできたり、善悪の5
向上を目指した研修活動を充実する でいますか 判断をしての行動がとれる児童が育って

( ) 信頼のある開かれた学校づく いますか6
りを推進する。 ③いじめのない温かな人間関係が育って

いますか

学 校 経 営 の 重 点 ＜評価対象Ⅴ＞ ④互いのよさを認め合ったり、高め合っ

＜今年度の経営主題＞ 児童の健康づく たりする人間関係が育っていますか

自分づくり、 りに努めていま

認め合い高め合い、鍛え合う関係づくり すか ①規則正しい生活をしている児童が育っ

“心の居場所づくり”と“言葉の学習”の推進～ ていますか

＜今年度の努力点＞ ②日常的に運動に取り組めるよう、時間

よりよい自分づくり、集団づくりへの支援 や場などの環境を整えていますか

に努め、心の教育のさらなる充実を図る。 ＜評価対象Ⅵ＞

児童の安全確保 ①学校施設の安全管理を徹底しています

に努めています か

一人一人に応じた指導を充実して確かな学 か ②通学路の安全対策をとっていますか

力の向上に努め、知の総合化を図る。 ③災害・事故や不審者等から児童の安全

を守るための対策をとっていますか

家庭や地域との信頼関係の確立に努め、開 ＜評価対象Ⅶ＞ ①児童が自らの将来について考える機会

かれた学校づくりを一層推進する。 児童に夢や希望 を設けていますか

をはぐくんでい

ますか

の網掛けの部分は、本校で設定した評価対象と評価項目 （具体的数値項目は省略）※ 。
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に提示している。また、羅針盤には、各学校が共通に評価すべきものが提示してあり、県

が示すものの他に各学校が独自に設定して附加することができるとしている。学校改善に

活かす学校評価に結びつけるためには、教育目標が具体化された経営の方針や重点等を含

めた達成状況を把握する必要があると考え、これを評価対象Ⅰとして加える。次に、県で

提示した６つの評価対象や評価項目、具体的数値項目が教育目標等の評価対象Ⅰのどの部

分と密接に関連しているかを図２（４ページ参照）のように明確にする。評価対象Ⅰを評

価するのに不十分の場合には項目を附加する。以上のような点を踏まえて作成したのが、

表２の羅針盤の一部である。羅針盤には、内部評価と外部評価の具体的数値項目の関連が

分かりやすいようにした。作成した羅針盤をもとに、内部評価（児童 、外部評価（保護）

者、児童、学校評議員）の調査用紙を作成した。

表２ 学校経営評価「羅針盤」一覧表

３ 外部評価を機能させる「学校評価一覧表」の作成について

本校では、第１回の点検・評価を７月に実施する。学校評価を実施後、評価の結果をど

、 。う集計・整理し 分析や検討が効果的に課題や改善策に結びついていくかが大切と考える

図３ 「学校経営評価一覧表①」の集計方法

外 部 評 価 内 部 評 価
評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目 数値項目（肯定的に答える職員が ％以上）80

Ⅰ 教育目標 １ 教育目標は適切 ①教育目標に保護者や地域の願いが ○教育目標は、児童・学校・地域の実態に即したもの
や学校経営の に設定されています 盛り込まれていると答える保護者が になっている。
方針、学校経 か。 ％以上である。80
営の重点など ②教育目標は分かりやすいと答える ○教育目標は校長の経営方針や全職員の考えが反映さ
は、適切に設 保護者が ％以上である。 れている。80
定され、取り ○教育目標は、学習指導要領の趣旨を生かしている。
組まれていま ２ 教育目標の達成 ①学校は教育目標の具現化に向けた ○教育目標を具現化するための方針や重点に基づき、
すか。 のために、充実した 取り組みを行っていると答える保護 教育課程が実施されている。

教育活動が展開され 者と評議員が ％以上である。80
ていますか。 ②豊かな心と確かな知恵を身に付け ○教育活動が充実して取り組まれ、教育目標が達成さ

た、心身共にたくましい児童が育ち れる方向に進んでいる。
つつあると答える保護者が ％以上80
である。

３ 学校経営の方針 ○学校経営に全職員が参画している。
や重点は、教育目標 ○学校や地域のよさを生かした特色が表れている。
を達成する上での適 ○知の総合化を図り、確かな学力を身に付けている。
切な取り組みになっ ○人間尊重を基盤にした心の教育が充実している。
ていますか。 ○充実した研修活動により、教育課題が解決したり教

Ⅲ 児童に「確かな学力」を身に付けていますか
満足度％ 達成度（ＡＢＣＤ）

職 員 保護者 児 童 評議員 総合１ 学校の授業は、わかる授業となっているか

１ 一人一人が「わかる」授業になっている （職員 ）。 ）

学校の授業はわかる （児童）。

学校ではわかりやすい授業となるように工夫していると感じている。

（保護者・学校評議員）

自分の子どもは、授業内容が理解できていると思う （保護者）。

２ 一人一人に基礎・基本が定着し、確かな学力が向上している。

３ 授業の中で学び方を身に付けさせたり、宿題や自主学習を奨励するなどにより、

学習習慣が身に付いている （職員）。

自分から手をあげて発言したり、意見を言ったり、質問したりしている （児童）。

集中して授業を受けられるように、授業態度をきちんとしている （児童）。

総合判定

共通視点での具体的数値項目のまとまり

＜内部評価（職員）の自由記述＞

は総合的な達成度の判定

＜外部評価（保護者・児童・学校評議員等）の自由記述＞ であり、ＡＢＣＤで記述する。
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そのためには、内部評価と外部評価の満足度や達成度、それぞれの意見や考え等が一覧で

示される必要があると考え図３のような「学校評価一覧表①」を作成した。この表は、職

員、保護者、児童、学校評議員の具体的数値項目や評価を同時に見て分析・検討できるよ

うになっている。また、具体的数値項目は、評価する立場によって質問の仕方や内容が異

、 。なる場合あったり 共通する視点に関連する質問項目も分析に加えたりできるようにした

さらには、調査用紙の自由記述欄の記載事項の要旨をまとめ、分析や検討に加えることが

できるようにした。このような「学校評価一覧表①」を活用して評価の結果を分析・検討

することを通して、内部評価と外部評価の意識のずれを把握しやすくなり、成果や問題点

が明確になると考える。

第２回の点検・評価は 月に実施する。調査用紙は第１回と同様なものを使用し、第12
１回以降の取組や課題の解決状況を評価できるようにする。また、 学校評価シPDCACA
ステムのＣ（評価のまとめ）の総括的な資料となるように、表３のような「学校評価一覧

表②」を作成する。この表は、第１回と第２回の評価結果が比較しやすいようにした。さ

らに、第１回の課題解決の状況から成果や問題点を見出し、年度末までの重点的な取組を

明確にできるようにした。また、評価の総括として、多面的な視点から分析・検討するた

めに実施した領域別自己点検・自己評価の結果と関連づけ、評価結果等の公表後の意見を

加えて、次年度の方向性が明確になるようにした。

表３ 「学校経営評価一覧表②」

点検・評価の集計は学校評価委員会で分担して行い、エクセル（表計算）によって満足

度を算出する。集計後は、教務主任が「学校評価一覧表」に整理して成果や問題点を洗い

出し、課題の原案を作成して学校評価委員会で検討する。次に、学年・ブロック、分掌等

で課題に対する改善策を検討し、教務主任が整理して職員会議で共通理解を図り、保護者

や地域に公表する。公表後は、学校評議員会やＰＴＡの会合、学校支援隊や学校指導員、

学校協力員（児童の安全確保や授業等で協力するボランティア組織）などの活動の場で意

、 。見を聴取したり 共に解決できる方策を検討したり協力して実践したりできるようにする

このように、外部評価者が支援者となれるように、学校評価を機能させていく。

Ⅲ 児童に「確かな学力」を身に付けていますか
第 １ 回 達 成 度 第 ２ 回 達 成 度 総合的

１ 学校の授業は、わかる授業となっているか 職 員 保護者 児 童 評議員 総 職 員 保護者 児 童 評議員 総 達成度

１ 一人一人が「わかる」授業になっている。

学校の授業はわかる。

学校ではわかりやすい授業となるように工夫していると感じている。

自分の子どもは、授業内容が理解できていると思う。

２ 一人一人に基礎・基本が定着し、確かな学力が向上している。

る。

総合判定

＜内部評価（職員）の自由記述＞ ＜内部評価（職員）の自由記述＞

＜外部評価（保護者・児童・学校評議員等）の自由記述＞ ＜外部評価（保護者・児童・学校評議員等）の自由記述＞

第１回点検・評価】 【第２回点検・評価】【

＜成果・問題点＞ ＜課題＞ ＜改善策＞ ＜成果・問題点＞ ＜年度末までの重点事項＞

＜成果＞ ＜成果＞ 領域別自己点検・自

己評価との関連事項

＜問題点＞ ＜問題点＞

＜公表後の意見等＞ ＜公表後の意見等＞

＜次年度への課題＞
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Ⅳ 第１回点検・評価の実践

１ 第１回点検・評価結果の全体像の分析

集計結果を分析する第１段階として全体像を把握する。図４は、評価対象ごとに評価項

目の総合評価（内部評価と外部評価の達成度を総括したもの）を一覧にしたものである。

69.4教育目標の設定状況は満足いくものであるが 取組状況の評価は低い しかも 職員は、 。 、

％に対して保護者は ％という満足度のずれがあった。これは 「学校経営に全職員が91.7 、

」 、 、参画している がＡという評価からも 職員が目指す方向をしっかりと共通理解しており

まだ実践の中間地点にいることを認識しているためのと考える。成果としては、保護者と

、 。 、の連携や安全確保であり 開かれた学校づくりが効果的に推進されていると言える 一方

図４ 第１回点検・評価の総合的な評価の全体像と評価対象１との関連

「確かな学力」と「豊かな心 「夢や希望をはぐくむ」が低い評価であった 「確かな学」、 。

力」を評価対象Ⅰの「学校経営の方針や取組」から分析してみると、経営の重点の「学力

の向上」の具体的数値項目である「問題解決的な学習や体験的な学習 「学び合い高め合」

う授業 「生きて働く知恵」をキーワードとする評価がＤという低い評価だが、きめ細か」

な指導の推進は十分満足できる評価を得ている。また、経営の方針の「研修活動の充実」

がまだ成果が得られていないことから、指導体制に視点がいきがちであったきめ細かな指

導の研究実践に軌道修正が必要なこと、さらには、学習習慣や読書習慣の形成が必要なこ

とが分析していく方向性として浮き彫りにされる。

２ 「学校評価一覧表①」集計結果の分析・検討と改善に向けての取組

総合的な評価の全体像から課題の方向性を把握することができたら、次に 「学校評価、

」 、 。 、一覧表① から内部評価と外部評価を比較検討し 課題を明確にする段階である 表４は

＜基本目標＞ 豊かな心と を身に付けた、 ＜具体目標＞確かな知恵

心身共にたくましい二小っ子を育てる あたたかく たくましくかしこく

＜評価対象Ⅰ＞

Ｂ 学校経営に全員が参画している。 ＡⅠ 教育目標 や学校経営の方針等の設定状況

１ 教育目標の設定 Ａ 経 学校や地域のよさを生かした特色が表れている。 Ｃ

２ 教育目標達成のための充実した教育 Ａ 営 知の総合化を図り、確かな学力を身に付けている。 Ｃ

３ 学校経営の方針や重点の取組 Ｃ の 人間尊重を基盤にした心の教育が充実している。 Ｃ

＜評価対象Ⅱ～Ⅶ＞ 方 充実した研修活動により課題が解決し、教師の資質が向上している Ｃ

Ａ 針 信頼ある開かれた学校づくりが推進されている。 ＡⅡ 保護者や地域との連携

１ 保護者への連絡 Ａ 「自分づくり、認め合い高め合い、鍛え合う関係づくり」

２ 保護者との連携のための環境づくり Ａ 経営主題 心の居場所づくりと言葉の学習の取組が効果的に実施されて Ｂ

３ 地域との連携のための環境づくり Ａ いる。

Ｃ 特色ある教育課程が編成され実施されている。 ＡⅢ 確かな学力

１ 「わかる授業」の実現 Ｂ 学 個に応じたきめ細かな指導が充実し基礎・基本が定着している。 Ａ

２ 学習習慣・読書習慣 Ｃ 力

３ 学力向上のための取組 Ｂ の 問題解決的な学習や体験的な学習を導入し、学び合い高め合う授業 Ｄ

Ｃ 向 を創造し、学んだことを生きて働く知恵として活用できている。Ⅳ 豊かな心

１ あいさつや返事・言葉 Ｃ 上

２ 基本的な生活習慣・善悪の判断 Ｃ 言葉の学習が推進され、パソコン室や図書室が整備され、教室や廊 Ｂ

３ いじめのない温かな人間関係 Ｂ 下等の掲示が工夫されている。

４ よさを認め合い高め合う人間関係 Ｂ

ＢⅤ 健康づくり

１ 規則正しい生活 Ｂ

２ 運動の習慣 Ｂ

Ａ この図は、評価の結果を集計後、分析の第１段階として評価項目の内部評価と外部評価Ⅵ 安全確保

１ 安全管理 Ｂ の達成度を総合し、全体像をつかみやすくしたものである。ここでは、「Ⅲ 確かな学力」を

２ 通学路の安全対策 Ｂ 抽出し、評価対象Ⅰと教育目標との関連を分かりやすくしたもの。

３ 災害や不審者等の安全対策 Ａ

Ｃ ※総合的に判断する基準Ⅶ 夢や希望をはぐくむ

１ 自ら将来について考える機会 Ｃ ＜Ａ：十分成果があった Ｂ：成果があった Ｃ：少しの成果があった Ｄ：成果がなかった＞
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評価対象Ⅲ「確かな学力」を抽出した「学校評価一覧表①」と、その評価結果から成果と

問題点を分析し、課題や改善策を検討した結果とその後の取組状況を図で表したものであ

る。まず 「わかる授業 「きめ細かな指導」に関する数値項目を見ると、内部評価と外、 」

表４ 「学校評価一覧表①」の集計と分析結果（評価対象Ⅲを抽出）

部評価ともに ％以上の満足度である。児童は授業を楽しいと感じ、保護者や評議員は90
学校は授業を工夫をしていると評価しており、きめ細かな指導を中心としたわかりやすい

授業が行われていることが成果と言える。次に、内部評価と外部評価のずれを分析し、問

Ⅲ 児童に「確かな学力」を身に付けていますか
職 員 保護者 児 童 評議員 総合１ 学校の授業は、わかる授業となっているか

Ａ１ 一人一人が「わかる」授業になっている。 93.8
Ａ Ａ学校の授業はわかる。 92.1

Ａ Ａ学校ではわかりやすい授業となるように工夫していると感じている。 90.7 100
Ｂ自分の子どもは、授業内容が理解できていると思う。 81.3

Ｃ Ｃ２ 一人一人に基礎・基本が定着し、確かな学力が向上している。 73.3
３ 授業の中で学び方を身に付けさせたり、宿題や自主学習を奨励するなどにより、

Ｃ Ｃ学習習慣が身に付いている。 75
Ｃ Ｂ自分から手をあげて発言したり、意見を言ったり、質問したりしている。 58.7 79.5

Ｂ集中して授業を受けられるように、授業態度をきちんとしている。 84.6
Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ総合判定 80.7 86 83.1 100

職 員 保護者 児 童 評議員 総合２ すすんで学習したり読書したりする習慣が児童に身に付いているか
Ｃ１ 宿題や自主学習を必ずやってくる。 62.5

Ｃ家庭学習の時間が発達段階に応じた適切な量である。 62.9
Ｃ Ｃ子どもの家庭学習（質・量・時間）に満足している。 57.9
Ｃ Ｃ家庭で授業のことを話題にする。 59.7 71.5
Ｃ Ｃ宿題や自主学習を時間を決めて親に言われずに進んで行っている。 52.4 73

Ｄ２ 読書習慣が身に付いている。 33.3
Ｃ Ｃ子どもたちの読書の量や質が向上してきている。 52.9

Ｄ読書の時間が発達段階に応じた適切な量である。 46.5
Ｄ読書の内容や時間に満足している。 44.1

Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ総合判定 49.6 53.5 63.5
職 員 保護者 児 童 評議員 総合３ 学校は、一人一人に応じたきめ細かな指導や学び合い高め合える指導を工夫し、

学力が向上するように努めているか
Ａ１ ＴＴ授業や少人数授業等のきめ細かな指導が効果的に展開している。 94.1

Ａ Ａきめ細かな指導はわかりやすい。 91.2
Ａ Ａきめ細かな指導について関心がある。 96.9 100
Ａ Ａきめ細かな指導は効果的だと思う。 97.7 100

Ａ Ａ２ 授業で自己存在感が味わえ 学習への意欲が高まり 学ぶ楽しさを実感している、 、 。 93.3
Ｂ授業は楽しい。 83.6

Ｃ Ｃ３ 体験的な学習や問題解決的な学習を積極的に取り入れている。 56.3
４ 授業の中で自分を発揮でき、一人一人の考えや意見が生かされ、学び合い高め合

Ｄ Ｃい、より高い次元に考えが深まっている。 50
Ａ友だちと教え合ったり、友だちのがんばりに負けないように学習している。 89

Ｃ Ｃ５ 各教科と総合的な学習の時間との関連を図り、知の総合化を図れるよう努めてい 64.3
る。

Ｂ学校で勉強したことが、その後の学習や生活に役立っている。 80.8
Ｃ Ａ Ａ Ｂ総合判定 71.6 97.3 86.2 B 100
Ｃ Ｃ Ｃ Ａ Ｃ総合評価 68.2 75 77.1 100

＜内部＞低学年でもきめ細かな指導のよさを実感している。
＜外部＞きめ細かな指導によって、子どもは算数が好きになった。

。 。授業が大事 わかりやすい授業ならば少人数授業でなくてもよいのでは

＜成果・問題点＞ ＜課題＞ ＜改善策＞ ＜取り組み状況＞
＜成果＞ ○きめ細かな指導の充 ○授業はもちろん、学級の人間関係を ○校内研修の授業研究の
○教師は「わかる授業」と 実・改善を図り、授業 育てる。 積み重ねにおいて、指導
なるよう努力しており、児 の質的な向上を図る。 ○一人一人の実態等に応じた教材・教 の工夫に視点をおいて取
童も保護者も授業は「わか （学力を生きて働く力 具の工夫・改善を図る。 り組み、きめ細かな指導
る」という認識。きめ細か として身に付ける） ○体験的な学習や問題解決的な学習を を中心として授業の質的
な指導が効果的に推進され 取り入れる。 な向上に向けて共通理解
ている。 ○総合と各教科等との関連を明確にす を図りながら実践でき

る。 た。
＜問題点＞ ○算数の重点単元の克服を目標に、指
○学力が「生きて働く力」 導の充実改善を図る。
まで高まっていない。
○学び合い高め合いという ○児童の学習習慣を身 ○発言や意見等の発表の仕方等のルー ○授業研究で意図的に学
姿になっていない。児童は に付ける。 ルを徹底して指導する。 び合いの場を設けること
できるという意識だが教師 ○自由勉強を定着させる。学年が上が ができたが、ルールの定
は不十分という認識。授業 るにつれて自主的にできるように指導 着には至っていない。
の質を向上させていく必要 する。 ○自由勉強を奨励し、宿
がある。 ○授業で学び方を身に付けさせる。 題の出し方を工夫した。
○学び方や学習習慣につい
て児童と教師の認識の差が ○学校に書物を寄付してもらい学級文 ○ＰＴＡの会議や学級懇
ある。根気強く指導してい ○読書の指導を充実さ 庫を充実させる。 談会で啓発を重ねた。
く必要あり。 せ、読書習慣を身に付 ○家庭に読書量の現状を知らせ、協力 ○学校支援隊や学校協力
○家庭学習や読書量の不足 ける。 を啓発する。 員と話し合い、図書室の。

○図書室の整備・管理方法の工夫。 管理や整備について具体
○１００冊読書。 的な方向性が持てた。
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題点を焦点化していく 「学び合い高め合い」の視点では、児童の達成度Ａに対して職員。

はＤという大きな開きがある。学び方、発言や意見発表の評価も同様である 「生きて働。

く力」の視点でも、児童の高い満足度に比べて職員は低い。問題解決的な学習や体験的な

学習を積極的に取り入れてないという状況から見ると、このずれは、授業そのものの質的

な改善を示唆していると同時に、授業改善の中で目標を高くもつことや自己評価能力を高

めていく必要性を感じる。また、家庭学習の習慣や読書習慣の形成に関しては、内部評価

も外部評価も共通して低い。家庭学習の自主的な取組は児童が ％に対して保護者や職73
員はかなり低い満足度である。読書には児童自身も満足していない。この結果を保護者や

児童にも説明し、家庭と連携をとって指導していく必要がある。

以上のような評価結果の分析により、授業の質的な向上と学習や読書習慣の形成という

課題を明確にすることができた。分析の過程や設定した課題を全体会で検討して共通理解

を図り、学年ブロックや関係する分掌等で具体的な改善策について検討し、表４のような

改善策と具体的な取組が見られた。きめ細かな指導の研究実践では 「少人数授業での各、

学級での授業改善」に研究の視点が焦点化され、一人一人の児童の実態等に応じて指導方

、 。法等の工夫を図っていくことの重要性を共通理解し 授業研究を重ねていくことができた

また、学習習慣や読書習慣を身に付けさせるために 「第１回学校経営評価の結果」の公、

表（図６）を活用し、特に「確かな学力」の状況を中心にＰＴＡの会議や学級懇談会で問

題提起し、家庭への協力を啓発した。図書室の管理や整備に関しては、ボランティア組織

である学校支援隊や学校協力員から協力を得られることになった。さらに、校内の国語部

会と「言葉の学習推進委員会 、図書委員会と連携を図り 「 冊読書」の取組が行われ」 、 100
るとともに、学期に１度の読書週間を設けるなど具体的な取組が見られた。

図６ 第１回点検・評価の保護者や地域への公表（一部抜粋）

学校の授業はおおむね「わかる授業」になっているとい３ 児童に「確かな学力」を身に付けていますか
う評価を得ました。特に、 ％以上の保護者や児童が、複数の教師による指導や少人数指導による「きめ細かな指導」がわ90
かりやすく効果的であると答えていただいており、本校の重点的な指導が成果を上げてきています。今後は問題を解決した

り、体験を取り入れた指導を重視し、学力を「生きて働
く」ものに高めていきたいと考えています。また、読書

。の時間や家庭学習の時間が少ないという結果を得ました
これは、本校に限らない課題ですが、学校でも読書や家
庭学習の習慣が身に付くように指導していきたいと考い
ます。ご家庭においても継続的な指導に協力していただ
けることが大切です。よろしくお願いいたします。

あいさつは「オアシス運動」４ 児童に基本的な生活習慣を身に付け 「豊かな心」をはぐくんでいますか、
ということで、全校で取り組んでいるところ
ですが、学校内では十分に満足できる状況で
はありません。ただ、地域では子どもたちが
「よくあいさつをするようになった」という
声を聞くので、少しずつ身に付いていると思
われます。子どもが現状で満足している状況
も見られるので、家庭や地域の協力を得なが
ら今後も重点的に指導していきます。

１　学校の授業は、わかる授業となっているか
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他の評価対象の事例では 「豊かな心」の「あいさつ」の部分で、内部評価と外部評価、

の大きなずれが生じた。保護者等には図６のように公表するとともに、校内では特別活動

部会が検討し、児童会と連携を図り 「あいさつ合戦」という行事を企画し、学級を単位、

。 。としてあいさつの意識を高揚している 児童のあいさつの状況は次第に改善されつつある

３ 実践のまとめ

第１回点検・評価において「学校評価

一覧表①」を活用し、内部評価と外部評

価とのずれや共通点を把握したことで、

教育目標を具体化した「評価対象Ⅰ」と

の関連において分析でき、課題や改善策

が明確になった。さらに、保護者や地域

、 。と連携を図り 組織的な取組が見られた

評価集計後の職員アンケートからも、

実施前と比べて外部評価の意義を感じ、

図７ 事後の職員アンケート調査より課題や改善策が明確になったという意識

の職員が多かった。

Ⅴ 研究のまとめ（提言）と今後の課題

効果的な学校評価の推進を図るために、外部評価と内部評価を融合する学校評価システ

ムの再構築について取り組んできたことをまとめ、次の３点について提言する。

○学校評価の１年間の流れをＰ→Ｄ（Ｃ１→Ａ１→Ｃ２→Ａ２）→Ｃ→Ａのサイクルとと

らえ、内部評価を軸にして外部評価の位置づけを明確にするとともに、学校評議委員会等

「 」 、 。の組織が機能するような 学校評価の実施計画 を作成し 全職員で共通理解するとよい

○羅針盤には 「評価対象Ⅰ」として教育目標を具体化した経営の方針や重点等の達成状、

況を把握できる評価項目等を設定し、他の評価対象は「評価対象Ⅰ」の評価項目等との関

連を明確にして新たな項目等を加えるとよい。このような羅針盤を作成しておくことで、

評価結果の分析は教育目標等との関連をもって行うことができる。

○学校評価を学校改善に活かすためには、課題や改善策を明確にすることが大切であり、

そのためには 「学校評価一覧表①②」を活用し、内部評価（職員 、外部評価（保護者、、 ）

児童、学校評議員）の具体的な数値項目や評価を同時に比較し分析・検討するとよい。さ

らに、第２回の点検・評価では 「学校評価一覧表②」において、第１回との比較と総括、

的な分析を行うことで、次年度への課題や改善策が明確になると考える。

、 、今後は 学校評価システムがさらに組織体として機能するように改善していくとともに

外部評価とのより有機的な関連が図れ、学校としての自己評価力が向上するような取組を

検討していきたい。
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課題や改善策は明確になったか・・・明確になった（ ％）72
あまり明確ではない（ ％）18
不明確である（０％）

＜意見＞
一覧表は、内部評価と外部評価と比較できてよかった。重要箇所の網
掛けがわかりやすい。
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